
るに学し用つ算　況活る「知及　況国3全
こつ力て」て数な明習間知識び明を学年て今
といのいにい及お壬慣題糠・数査お力生の年
をてするボるぴ、とやB・技羊の知・を小、
ご示べたイこ数こな学に技能に内ら羊対羊4

芸と芸や詫芸芸謂蓋慧恵琵謂き管見
わいは嘱を
がるな査お
いもくのい空っ、すの爛」

芋等二慧妄誓冨○芸要旨
○あ節が施浩行と　状生す

化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
で

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

話
す
こ
と
・
開
く
こ
と

◆
選
手
宣
誓
文
の
表
現
の
工
夫
と
そ

の
効
果
を
説
明
し
た
も
の
を
選
択
す

る
設
開
田
で
は
、
ヂ
1
％
と
全
国

平
均
よ
り
2
・
9
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

ま
す
が
、
全
国
と
同
様
に
課
題
が
残

陸
ま
し
た
。

◆
こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
い
た
「
目

的
に
応
じ
て
資
料
を
読
み
、
分
か
っ

た
こ
と
を
的
確
に
書
く
」
　
を
問
う
設

問
凹
は
、
正
答
率
が
讐
0
％
で
し

た
。
H
2
0
年
　
（
小
6
年
）
　
の
課
題
の

改
善
状
況
を
み
る
設
問
で
も
あ
り
、

今
年
度
も
2
・
9
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

ま
し
た
が
、
全
国
と
同
様
に
課
題
が

弼
警
捉
え

俳
句
の
情
景
を
捉
え
る

、
全
国
平
均
を
上
回
り

《
小
学
校
）
全
国
と
の
比
較

●
調
査
参
加
児
童
数
‖
4
6
9
名

本
市
は
、
全
国
平
均
と
比
較
し
、

◇
国
語
A
は
0
・
1
　
算
数
A
は
1
・
4

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

◆
国
語
B
は
0
・
7
　
算
数
B
は
2
・
l

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
過
去
4
回
の
実
施
で

示
さ
れ
た
課
題
の
改
善
状
況
を
確
認

す
る
設
問
が
多
く
、
同
一
・
類
似
問

題
が
多
く
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

【
国
語
A
　
主
と
し
て
知
識
】

●
全
国
平
均
正
答
串
6
2
・
7
％

学
力
の
定
着
度
は
、
す
べ
て
の
領

域
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
「
書
く
こ

と
」
「
読
む
こ
と
」
「
伝
統
的
な
言
語
文

小
5
・
6
年
で
の
学
習
内
容
の
定
着

が
み
ら
れ
ま
す
。

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項

◇
漢
字
を
正
し
く
読
む
閉
居
で
は
、

「
券
」
9
9
・
8
％
、
「
採
集
」
7
6
・
8
％

全
国
平
均
を
上
回
り
、
H
2
1
年
の
課

題
の
改
善
が
み
ら
れ
ま
す
。

◇
漢
字
の
書
き
取
り
三
間
中
の
二
間

「
や
く
」
7
4
・
2
％
「
も
与
る
」
6
2
・
0
％

で
全
国
平
均
を
上
回
り
、
H
1
9
年
の

課
題
の
改
善
が
み
ら
れ
ま
す
。

◆
「
て
い
し
ご
4
4
・
2
％
で
全
国
平
均
を

下
回
り
、
ま
だ
課
題
が
残
り
ま
す
。

◆
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
理
解
し
て
い

る
か
を
問
う
設
問
回
は
、
3
・
4
年

の
学
習
内
容
で
す
が
、
「
石
の
上
に
も

三
年
」
は
6
0
・
1
％
、
「
急
が
ば
回
れ
」

が
6
8
・
9
％
と
全
国
平
均
を
1
1
・
0

～
1
7
・
2
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
課
題

が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

◇
接
続
語
を
使
っ
て
一
文
を
二
文
に

分
け
て
書
く
設
問
回
二
は
、
3
8
・
2

％
で
全
国
平
均
を
1
4
・
8
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
ま
し
た
が
、
全
国
と
同
様
に

課
題
が
残
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
今
年
度
は
、
短
文
で
書
く
問
題
が

全
国
平
均
と
同
様
か
そ
れ
を
上
回
り
、

改
善
の
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。

今
回
出
題
さ
れ
た
問
題
の
中
で
、

過
去
に
出
題
さ
れ
た
類
似
問
題
と
比

較
す
る
と
正
答
率
は
高
く
、
無
解
答

率
が
全
国
平
均
と
比
べ
て
も
低
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
学
習
指
導
要
領
か
ら
指

導
領
域
・
内
容
の
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
国
語
B
　
主
と
し
て
活
用
】

●
全
国
平
均
正
答
串
4
9
・
4
％

学
力
の
定
着
度
は
、
今
年
度
の
全

国
平
均
と
比
較
す
る
と
す
べ
て
の
領

域
で
ほ
ぼ
同
様
　
（
下
位
）
　
と
な
り
、

課
題
が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

無
解
答
率
が
一
部
の
設
問
を
除
き
、

全
国
平
均
よ
り
低
く
改
善
の
僚
向
に

あ
り
ま
す
。

話
す
こ
と
・
開
く
こ
と

錨
㍍
鮎
詔
詰
丹
詣
用

全
国
平
均
を
1
・
8
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
ま
す
が
、
全
国
と
同
様
に
課
題
が

ど
う
か
を
み
る
問
題
で
す
。

①
引
用
す
る
二
つ
の
は
じ
め
の
五

文
字
を
書
く
②
書
き
出
し
の
文
に
続

く
③
自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
の
三

の
条
件
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

答
率
は
1
9
・
4
％
で
無
解
答
率
が

・
0
％
と
な
り
、
全
国
と
同
様
に

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

一
ア
は
、
推
薦
文
を
比
べ

‥
心
…
…
腿

っ
て
い
ま
す
。

二
二
二
は
、
目
的
や

意
図
に
応
じ
、
必
要
な
内
容
を
適
切

に
引
用
し
て
書
く
こ
と
が
出
来
る
か

て
読
み
、
推
薦
し
て
い
る
対
象
や
理

由
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
や
文
章
の
読
み

方
の
違
い
を
捉
え
て
具
体
的
に
記
述

す
る
設
問
で
す
。
条
件
を
満
た
し
的

確
に
述
べ
た
児
童
の
正
答
率
は
、
全

国
よ
り
や
や
低
い
4
3
・
9
％
で
す
。

◇
昨
年
と
同
様
な
問
題
の
正
答
率
か

ら
は
改
善
さ
れ
、
各
校
の
取
組
に
成

果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
課
題
の
中

で
、
「
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
決
め

ら
れ
た
字
数
で
表
現
す
る
」
こ
と
に
、

課
題
が
残
り
ま
す
。

日
常
の
授
業
や
宿
題
の
中
で
、
書

い
て
ま
と
め
る
活
動
や
　
「
○
○
字
以

上
、
△
△
以
内
に
ま
と
め
て
」
　
「
文
章

中
の
言
葉
を
使
っ
て
」
　
な
ど
、
示
さ

れ
た
条
件
に
応
じ
て
書
く
能
力
を
高

め
る
学
習
が
必
要
で
す
。

1
0
間
中
3
間
の
正
答
率
が
全
国
平

均
を
上
回
り
、
全
国
と
の
差
が
前
年

度
よ
り
縮
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

【
井
数
A
　
主
と
し
て
知
識
】

●
全
国
平
均
正
答
率
7
7
・
2
％

学
力
の
定
着
度
が
す
べ
て
の
領
域

「
数
と
計
算
」
「
量
と
測
定
」
「
図
形
」

「
数
量
関
係
」
　
で
全
国
平
均
と
同
様

か
上
回
る
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

国
◇
整
数
、
小
数
、
分
数
の
四
則
計
算

で
過
去
の
調
査
結
果
と
比
較
し
て
、

正
答
率
が
全
国
平
均
と
同
様
か
上
回

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

品
－
誉
讐
孟
（
㌍
0
・
9
｝
7
8
・
5
％

（
6
÷
5
｝
平
1
％
｛
柑
－
（
6
＋
3
）
｝
9
6
4
％

（
2
と
5
／
7
＋
1
と
1
／
7
）
那
2
・
5
％

各
学
校
で
の
基
礎
∵
基
本
の
定
着

に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活

用
や
繰
り
返
し
学
習
の
成
果
が
み
ら

れ
ま
す
。

◆
設
問
田
で
は
、
四
捨
五
入
で
数
を

適
切
に
処
理
す
る
方
法
の
理
解
に
課

題
が
あ
り
ま
す
。
正
答
率
は
5
6
・
l

％
で
全
国
平
均
を
4
・
1
ポ
イ
ン
ト

下
回
り
、
概
数
で
表
す
こ
と
に
課
磨

陸
な
り
ま
し
た
。

◇
単
位
量
当
た
り
の
大
き
さ
を
求
め

る
除
法
の
式
と
商
の
意
味
を
問
う
設

問
回
は
、
5
2
・
7
％
で
全
国
平
均
を

2
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
類
似
問
題
に
比
較

し
て
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。



回平成23年（祁11年）に行われた、サッカー女子ワールドカ
ップで、サッカー日本女子代曇のなでしこジャパンがt暮

しました．

（1）ひろきさんはワールドカップ書のなでしこリーグ（日

本女子わト，－ケ●）の賦食の暮書■が■えたのではないか
と考えました。そこで、あるサッカー書で行われた平成
23年のなでしこリーグの試合のt書■を■ぺ、下の轟に

まとめました。

あるサッカー書の賦合■と■書t

lワールドカヮプtl　3　1的　330001　　　　　　　　　　1
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方をまや讐1を優って暮きましょう．書えも書きましょう。
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1
d
当
た
り
の
人
数
と
一

の
面
積
と
の
違
い
を
理
解
で
き
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

［
＝
闇
□

◆
合
同
な
三
角
形
を
か
く
た
め
に
必

要
な
条
件
を
問
う
設
問
回
は
、
正
答

率
5
9
・
3
％
で
全
国
平
均
を
1
・
4

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◆
円
柱
に
つ
い
て
、
底
面
の
円
周
の

長
さ
を
求
め
る
式
と
答
え
を
問
う
設

問
田
切
は
、
正
答
率
讐
0
％
で
全

国
平
均
を
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

ます。
［
幽
胤
圃
園
］

◇
百
分
率
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

か
を
み
る
設
問
回
川
は
7
8
・
9
％
、

∽
は
7
8
・
5
％
で
と
も
に
全
国
平
均

を
1
・
6
～
2
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
正
答
率
は
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◇
棒
グ
ラ
フ
の
目
盛
り
の
数
値
に
着

目
し
て
最
大
値
を
読
み
取
る
設
問
且

は
、
9
0
・
0
％
で
全
国
平
均
を
4
・

3
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
9
年
間

を
見
通
す
指
導
の
充
実
が
必
要
で
す
。

【
井
数
B
　
主
と
し
て
活
用
】

●
全
国
平
均
正
答
串
5
8
・
4
％

学
力
の
定
着
度
が
全
国
平
均
と
比

較
し
て
、
「
数
と
計
算
」
　
は
1
・
7
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
、
「
図
形
・
数
量
関
係
」

で
同
様
、
「
量
と
測
定
」
　
は
ほ
ぼ
同
様

匪
し
て
い
ま
す
。

◇
示
さ
れ
た
三
つ
の
処
理
の
仕
方
か

ら
、
最
も
合
理
的
な
も
の
を
選
択
し
、

そ
の
理
由
を
記
述
す
る
設
葛
は
、

正
答
率
が
5
4
・
2
％
で
全
国
平
均
を

3
・
4
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

国
◆
表
か
ら
数
値
を
適
切
に
切
り
出
し

て
、
二
つ
の
数
量
の
関
係
が
比
例
の

関
係
で
は
な
い
こ
と
を
数
と
言
葉
を

用
い
て
記
述
す
る
設
問
同
軸
は
、
正

答
率
は
3
2
・
6
％
で
全
国
平
均
よ
り

2
・
6
ポ
イ
ン
ト
低
く
、
課
題
が
残

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

◆
左
の
設
問
回
川
は
、
単
位
塵
当
た

ト
下
回
る
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

示
さ
れ
た
表
や
図
を
基
に
、
そ
の

わ
け
を
式
や
言
葉
で
書
く
記
述
式
間

り
ま
す
。

、
帯
グ
ラ
フ
に
示
さ

れ
た
割
合
と
基
準
量
の
変
化
を
読
み

取
り
、
そ
の
理
由
を
式
と
言
葉
で
書

く
記
述
式
問
題
で
も
低
い
状
況
に
あ

り
、
全
国
平
均
を
6
・
0
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
て
い
ま
す
。

問
題
を
解
く
た
め
に
、
自
分
の
考

え
を
言
葉
や
式
、
グ
ラ
フ
、
図
な
ど

を
活
用
し
て
表
現
し
た
り
、
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
取
組
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
宿
題
や
単
元
テ
ス
ト

に
も
出
題
し
普
段
か
ら
慣
れ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
児
童
井
同
紙
か
ら
】

学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か
。

①
そ
う
患
う

北
斗
市
5
5
・
0
全
道
や
↑
全
国
犯
・
1

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
そ
う
患
う

北
斗
市
3
3
・
3
全
道
3
3
・
4
全
国
3
2
・
9

③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
そ
う
思
わ
な
い

北
斗
市
9
・
4
全
道
1
1
・
9
全
国
1
0
・
0

④
そ
う
は
患
わ
な
い

北
斗
市
2
・
3
全
道
5
・
9
全
国
4
・
8

式
や
言
葉
を
用
い
て
記
述
す
る
問
題

で
す
。
過
去
の
類
似
問
題
の
結
果
と

今
回
、
学
校
に
行
く
の
が
　
「
楽
し

い
か
」
　
を
問
う
設
問
が
始
め
て
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
楽
し
い
・
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
楽
し
い
」
　
の
回
答
で

は
、
北
斗
市
が
全
国
平
均
よ
り
も
3

・
3
ポ
イ
ン
ト
高
い
8
8
・
3
％
を
示

し
て
い
ま
す
。
「
オ
ー
ル
北
斗
」
を
合

い
言
葉
に
北
斗
市
一
丸
と
な
っ
て
学

力
等
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
成

果
が
み
ら
れ
ま
す
。

表
1
　
「
授
業
以
外
の
一
日
当
た
り

の
勉
強
時
間
」
　
は
、
H
2
4
年
に
4
6
％

の
1
時
間
以
上
2
時
間
よ
り
少
な
い

学
習
時
間
が
H
2
5
年
に
は
5
・
3
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
内
小

中
学
校
で
取
り
組
ん
だ
家
庭
学
習
に

二
極
化
の
便
向
が
表
れ
て
い
ま
す
。

平
日
に
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
　
「
3

時
間
以
上
」
　
見
る
4
3
・
1
％
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
　
「
2
時
間
以
上
」
　
す
る

3
5
・
2
％
で
、
依
然
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
家
庭
生
活
の
見
直
し
が
必

要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

家
で
学
校
の
授
業
の
復
習
を
し
て

い
る
児
童
は
、
6
9
・
9
％
に
な
っ
て

お
り
、
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
授

業
の
復
習
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
質
問
紙
か
ら
】

・
国
語
の
不
得
意
領
域
で
あ
る
書
く

習
慣
を
身
に
付
け
る
指
導
を
す
る

学
校
は
1
0
0
％
で
す
。

・
家
庭
学
習
の
課
題
　
（
宿
題
）
　
に
つ

い
て
、
評
価
と
指
導
を
す
る
学
校

も
1
0
0
％
で
す
。

・
放
課
後
や
長
期
休
業
日
を
利
用
し

た
学
習
サ
ポ
ー
ト
は
、
す
べ
て
の

学
校
で
実
施
さ
れ
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
の
方
々
の
協
力
で

効
果
を
上
げ
て
い
る
学
校
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

・
授
業
の
最
初
に
目
標
を
提
示
す
る

こ
と
や
、
最
後
に
学
習
を
振
り
返

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

・
授
業
研
究
を
伴
う
校
内
研
修
が
大

幅
に
増
加
し
、
授
業
力
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数

や
習
熟
度
別
、
T
T
指
導
を
実
施

す
る
学
校
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
9
年
間
を
見
通
し
、
学

力
向
上
や
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

を
目
指
し
、
「
楽
し
い
・
わ
か
る
」
　
授

業
へ
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

向
上
の
た
め
　
「
オ
ー
ル
北
斗
」
　
の
目

標
を
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

以
上
、
小
学
校
の
調
査
結
果
の
概

要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。



えまでたて
てた60設注
目’％間意

二や品田…ミ

十
年
、
4
月
2
4
日
に
北
斗
市
の

全
て
の
小
筆
枚
6
年
生
と
中
学
校

3
年
生
を
対
t
に
実
施
し
た
　
「
全

円
筆
力
・
手
書
状
況
綱
暮
し
　
の
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

¶
童
の
内
書
は
、
国
語
と
暮
暮

及
び
牧
羊
に
つ
い
て
、
「
暮
礎
的
知

暮
・
技
能
」
に
H
す
る
間
t
A
、
「
知

■
・
技
能
の
活
用
」
　
に
H
す
る
間

t
B
に
よ
る
筆
力
爛
蓋
と
生
活
t

慣
や
筆
書
環
境
等
の
筆
書
状
況
血

暮
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
飢
蓋
は
、
日
活
と

算
数
及
び
牧
羊
の
み
に
つ
い
て
行

っ
て
い
る
こ
と
や
　
「
知
■
」
と
　
「
活

用
」
　
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
実
施

し
て
い
る
た
め
、
■
童
の
縮
兼
が

筆
力
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
一
舟

に
つ
い
て
示
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
ね
が
い
ま
す
。

●
全
国
平
均
正
答
率
7
6
・
4
　
％

学
力
の
定
着
度
が
す
べ
て
の
領
域

《
「
話
す
こ
と
・
閃
く
こ
と
」
　
「
書
く

こ
と
」
　
「
読
む
こ
と
」
　
「
伝
統
的
な
青

裔
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事

項
」
》
で
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
様
　
（
下

m
軒
冊
軋
胱
伸
＝
閻
桝
田
□

実
際
に
話
し
合
っ
て
い
る
場
面
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト

で
工
夫
し
た
左
の
設
間
口
一
は
、

で
し
た
。
H
2
2
年
　
（
小
6
年
）
　
の
課

題
の
改
善
状
況
を
み
る
設
問
で
も
あ

り
、
今
年
度
　
（
中
3
年
）
　
は
、
5
・

2
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
が
、
全

国
と
同
様
課
題
が
残
る
結
果
で
す
。

学
力
の
定
着
度
が
　
「
伝
統
的
な
青

裔
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事

項
」
　
と
　
「
書
く
こ
と
」
　
領
域
で
全
国

平
均
と
同
様
、
「
読
む
こ
と
」
領
域
で

果
と
な
り
ま
し
た
。

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項

二
は
、
文
学
的
な
文
章
（
長

「
胞
胞
胞
払

◇
話
し
合
い
で
司
会
の
発
音
の
役
割

と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら

選
ぶ
問
題
で
、
8
9
・
8
％
と
全
国
平

均
と
同
様
に
高
い
正
答
率
で
す
。

◆
個
々
の
発
音
の
内
容
を
整
理
し
て

話
し
合
い
の
方
向
を
捉
え
て
話
す
こ

◆
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
書
く
で
は
、

『
お
や
つ
を
キ
ン
ト
ウ
に
分
け
合
う
』

（
均
讐
）
　
の
書
き
取
り
が
全
国
平
均

を
9
・
1
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

◇
文
脈
に
即
し
て
　
「
読
む
」
　
は
、
【
異

論
を
唱
え
る
ー
（
ト
ナ
）
『
牡
合
を
風

刺
す
る
』
（
7
ウ
シ
）
　
が
全
国
平
均
を

上
回
る
高
い
正
答
率
で
し
た
。

◇
漢
字
の
楷
書
と
行
書
の
違
い
を
理

解
し
楷
書
で
　
「
板
」
　
を
書
く
こ
と
は

相
当
数
の
生
徒
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

◇
設
問
匠
の
、
歴
史
的
仮
名
遭
い
冒

文
）
　
を
読
み
、
内
容
に
つ
い
て
、
根

拠
を
明
確
に
し
て
自
分
の
考
え
を
書

く
こ
と
が
で
き
る
か
を
み
る
問
題
で

す
。
①
引
用
す
る
部
分
を
　
「
　
」
　
で

く
く
る
②
感
じ
た
こ
と
考
え
た
こ
と

を
具
体
的
に
書
く
③
八
十
字
以
上
、

百
事
以
内
で
書
く
こ
と
の
三
つ
の
条

件
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
正
答
率
は
、

6
3
・
5
％
で
無
解
答
虫
が
1
6
・
3
％

と
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
様
で
依
然
と

が
あ
り
ま
す
。

二
は
、
「
い
ろ
は
か
る
た
」

が
あ
り
ま
す
。

（
中
学
校
）
全
国
と
の
比
較

●
爛
査
●
加
生
徒
数
‥
5
0
2
名

本
市
生
徒
の
状
況
は
、
全
国
平
均

正
答
率
と
比
較
し
、

◆
国
語
A
は
1
・
4
ポ
イ
ン
ト
、
国

語
B
・
数
学
A
・
B
は
3
・
7
～
5

・
8
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
が

全
国
と
の
差
は
、
数
学
B
を
除
い

て
縮
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
過
去
4
回
の
実
施
で

示
さ
れ
た
課
題
の
改
善
状
況
を
確
認

す
る
設
問
が
み
ら
れ
同
一
・
類
似
問

題
が
多
く
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

【
国
語
A
　
主
と
し
て
知
撫
】

二
の
、
文
の
接
続
に
注
意

し
、
伝
え
た
い
事
柄
を
明
確
に
し
て

「
0
0
字
以
上
△
△
以
内
で
書
く
」

こ
と
の
条
件
を
示
さ
れ
る
記
述
式
間

Ⅷ
眺
陣
随
が
み
ら
れ
葺

◇
『
随
筆
を
読
む
』
設
問
は
、
描
写

に
注
意
し
て
読
み
、
効
果
を
考
え
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
相
当
数
の

生
徒
が
で
き
て
お
り
、
中
学
1
、
2

年
で
の
学
習
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
い
た
「
目

的
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
情
報
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
　
を
問
う

設
問
回
二
は
、
正
答
率
が
6
3
・
5
％

ほ
い
』
を
現
代

仮
名
遣
い
『
に

お
い
』
に
直
し

て
読
む
設
問
で

は
、
8
7
・
6
％

と
高
い
正
答
率

で
全
国
を
4
・

2
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
無
解

答
率
も
低
く
改
善
便
向
に
あ
り
ま
す
。

◆
比
喩
表
現
は
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

国
語
A
で
は
、
H
2
4
年
に
出
題
さ

れ
た
類
似
問
題
3
間
の
う
ち
2
間
が

全
国
を
上
回
る
高
い
正
答
率
で
し
た
。

H
2
2
年
　
（
小
6
年
）
　
の
調
査
結
果

か
ら
も
学
習
指
導
要
領
の
接
続
を
騰

ま
え
、
指
導
領
域
・
内
容
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
国
汚
B
　
主
と
し
て
活
用
】

●
全
国
平
均
正
答
塞
6
7
・
4
％

の
説
明
文
で
、
わ
か
っ
た
こ
と
を
書

き
、
さ
ら
に
調
べ
る
方
法
、
情
報
収

集
を
具
体
的
に
記
述
す
る
設
問
で
す

が
、
条
件
を
満
た
し
的
確
に
述
べ
た

生
徒
の
正
答
率
は
5
3
・
2
％
で
全
国

と
は
ぽ
同
様
で
す
。

◆
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
課
賜
の
中

か
ら
『
説
明
的
な
文
章
に
つ
い
て
、

表
現
の
仕
方
や
文
章
の
特
徴
に
つ
い

文
を
根
気
強
く
読
み
取
り
書
く
力
が

低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
改
善
策
と
し
て
は
①
目
的
や

意
図
に
応
じ
、
資
料
に
書
か
れ
て
い

る
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
内
容
を
選

ぶ
②
示
さ
れ
た
条
件
に
応
じ
て
話
し

た
り
幸
い
た
り
す
る
知
識
・
技
能
の

括
用
力
を
日
常
の
学
習
活
動
の
場
で

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
数
学
A
　
主
と
し
て
知
撫
】

●
全
国
平
均
正
答
事
由
・
－
％

学
力
の
定
着
度
が
す
べ
て
の
領
域

《
「
数
と
式
」
　
「
図
形
」
　
「
関
数
」
　
「
資

料
の
活
用
」
》
で
全
国
平
均
を
下
回
る

低
殴
り
ま
し
た
。

◇
正
負
の
四
則
計
算
や
整
式
の
加
法

と
減
法
の
計
井
は
全
国
平
均
と
同
様

高
い
正
答
率
で
し
た
。

◆
し
か
し
、
設
開
田
（
4
）
は
、
正

負
の
数
の
意
味
を
実
生
活
の
場
面
に

結
び
付
け
て
理
解
し
て
い
る
か
を
み

る
問
題
で
全
国
平
均
を
5
・
2
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
無
解
盤
率
も
8
・
8
ポ

イ
ン
ト
と
高
い
結
果
で
し
た
。

読
む
こ
と
』
と
関
達
し

は
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
様

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

の
、
漢
字
の
特
徴
を
捉

考
え
を
具
体
的
に
書
く

。
恥
器
嵩
二
郎
…
…
壷
轟

⑳
暮
立
方
尊
慮

八
的
賃
O
N
㍍
㍍
叩

◆
①
由
＼
：
ひ
＼
●
　
［
宗
榊
W
‥
㍊
】

こ
と
が
で
き
る
か
を
闘
う
設
問
は
、

小
学
校
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
漢
字

の
知
識
・
理
解
を
課
題
解
決
の
た
め

に
活
用
で
き
て
い
た
生
徒
は
、
6
5
・

5
％
で
全
国
と
同
様
で
し
た
。

H
2
4
年
の
類
似
間
鰭
と
同
様
に
長

◆
分
数
の
計
算
は
、
全
国
平
均
を
8

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

◇
設
開
国
二
は
、
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
の

値
段
を
求
め
る
た
め
の
簡
単
な
連
立

二
元
一
次
方
程
式
を
つ
く
る
問
題
で
、

相
当
数
の
生
徒
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

各
学
校
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

用
や
繰
り
返
し
学
習
等
の
取
組

巣
が
み
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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L Dれがでぼ国加ン3は」習以2少ン9
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◆
ま
た
、
回
（
3
）
は
、
数
量
の
関

係
や
法
則
な
ど
を
文
字
式
で
表
す
問

題
で
、
全
国
平
均
の
3
5
・
0
％
未
満

と
同
様
に
低
く
、
無
解
答
垂
も
高
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

「
方
程
式
の
解
が
問
題
の
答
え
と

し
て
適
切
で
あ
る
か
を
調
べ
る
」
　
方

法
の
理
解
力
不
足
や
　
「
資
料
の
読
み

取
り
」
　
で
理
由
を
説
明
し
た
り
、
情

報
を
読
み
取
る
力
が
定
着
し
て
い
な

い
こ
と
に
課
題
が
み
ら
れ
ま
す
。

へ
＼
…
㈹
J
の
与
え
ら
れ
た
見
取
図
、

投
影
既
か
ら
空
間
由
形
を
読
み
取
る

こ
と
は
で
き
て
お
り
、
正
答
率
は
8
2

・
3
％
で
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

［

凶

◇
関
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
か

を
見
る
設
問
田
（
1
）
y
＝
N
H
－
－

に
つ
い
て
、
X
の
借
が
3
の
と
き
の

y
の
値
を
求
め
る
正
答
率
は
、
7
9
・

5
％
で
す
が
、
一
次
関
数
の
変
化
の

割
合
を
求
め
る
正
答
率
は
全
国
同
様

【
数
学
B
　
主
と
し
て
活
用
】

●
全
日
平
均
正
書
事
4
1
・
5
％

学
力
の
定
着
度
が
全
国
平
均
と
比

較
し
て
、
「
図
形
」
　
で
同
様
、
「
数
と

式
」
　
「
関
数
」
、
「
資
料
の
活
用
」
が
低

い
状
況
で
し
た
。
H
2
4
年
と
比
較
し

全
国
の
平
均
正
答
率
が
7
・
8
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
た
理
由
と
し
て
、
過
去

に
正
答
率
が
低
い
問
題
が
出
題
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
圃
劇
u

◆
　
「
与
え
ら
れ
た
情
報
を
青
葉
で
表

さ
れ
た
式
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
み
る
」
皿
（
3
）

は
、
「
安
静
時
心
拍
数
が
年
齢
に
よ
ら

ず
一
定
で
あ
る
と
す
る
と
き
の
目
標

心
拍
数
の
変
わ
り
方
を
選
び
、
そ
の

理
由
を
説
明
す
る
」
設
閏
で
、
正
答

率
は
　
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
1
6
・
0

％
の
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

語
活
動
の
充
実
で
情
報
を
読
み
取
り

考
察
や
ま
と
め
て
記
述
す
る
力
を
定

着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
生
徒
井
間
紙
か
ら
】

こ
れ
ま
で
の
学
力
と
の
関
連
か
ら

生
徒
の
現
状
を
継
続
し
て
把
握
し
改

善
点
や
今
後
の
課
題
解
決
に
向
け
て

経
年
の
推
移
を
み
て
お
り
ま
す
。

爪
開
山

）
　
の
2
つ
の
辺
の
長
さ
が

等
し
い
こ
と
を
三
角
形
の
合
同
を
利

用
し
て
証
明
す
る
設
問
の
正
答
率
は
、

3
0
・
1
％
で
全
国
平
均
と
同
様
、
低

喋
り
ま
し
た
。

◆
与
え
ら
れ
た
表
や
グ
ラ
フ
を
用
い

て
水
温
が
8
0
℃
ま
で
に
な
る
ま
で
に

か
か
る
時
間
を
求
め
る
方
法
を
数
学

的
に
説
明
す
る
力
が
全
国
同
様
不
十

分
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

錮

覗
昨
年
度
出
座
さ
れ

解
答
率
は
2
8
・
1
％
で
全
国
同
様
に

課
題
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
の
学
習
内
容
を
振
り
返
り

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
が
必
要

です。

た
『
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
』
　
と
同
様
に
情

報
の
適
切
な
選
択
と
数
学
的
な
表
現

を
用
い
た
記
述
式
問
題
の
正
答
率
が

1
9
・
0
％
無
解
答
率
が
5
1
・
3
％
と

高
く
全
国
同
様
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
教
育
活
動
に
お
け
る
言

◇
上
の

表
l
の

平
日
の

家
庭
学

習
時
間

量は、
H
2
4
年

と
の
比

較

　

で

す。
「全く

し

　

な

い
」
　
生

徒
が
3

◇
家
で
学
校
の
宿
居
を

い
」
　
生
徒
は
2
・
6
％
で
H
2
4
年
と

で
は
2
・
3
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
で
す
。

◇
平
日
に
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
　
r
3

時
間
以
上
」
　
見
る
生
徒
は
、
3
2
・
6

％
で
H
2
4
年
に
比
べ
て
3
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

◇
授
業
の
予
習
」
と
「
授
業
の
復
習
」

は
、
全
国
を
大
き
く
1
0
ポ
イ
ン
ト
以

上
上
回
り
ま
し
た
。
各
校
が
　
「
家
庭

学
習
」
　
や
　
「
宿
題
」
　
を
授
業
に
位
置

付
け
括
用
す
る
指
導
方
法
や
評
価
に

努
め
て
い
ま
す
。
表
1
と
の
関
連
で

み
る
と
家
庭
学
習
の
大
切
さ
が
見
え

て
き
ま
す
。

◆
　
「
長
文
を
読
む
こ
と
」
　
が
難
し
い

と
回
答
し
て
い
る
生
徒
が
6
3
％
で
昨

年
よ
り
2
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
　
「
青
葉

や
式
を
使
っ
て
説
明
す
る
問
題
を
最

後
ま
で
書
こ
う
と
努
力
し
た
」
　
は
、

国
語
・
数
学
と
も
に
全
国
よ
り
や
や

低
い
結
果
で
し
た
。
「
家
庭
で
の
読
書

時
間
」
　
は
、
全
国
同
様
少
な
い
状
況

に
あ
り
課
題
が
残
り
ま
す
。

新
た
な
調
査
項
目
の
　
「
土
曜
日
の

過
ご
し
方
」
　
で
は
、
午
前
・
午
後
と
部

活
動
が
多
く
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

や
　
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
い

る
」
生
徒
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
確
立
と
学
ぶ
意
義
や

自
尊
感
情
、
職
業
観
を
育
む
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
更
な
る
充
実
が
必
要
で
す
。

【
小
中
連
携
に
よ
る
指
導
の
必
要
性
】

平
成
2
2
年
度
に
学
力
調
査
を
受
け

た
6
年
生
が
、
今
回
3
年
生
と
な
り

平
成
2
2
年
度
と
関
連
し
た
内
容
が
出

題
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
に

お
け
る
指
導
事
項
の
知
識
や
理
解
の

定
着
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
語
に
お
い
て
は
、
A
問
題
で
の

類
似
問
題
が
2
間
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

・
文
の
接
続
に
注
意
し
伝
え
た
い
事

柄
を
明
確
に
書
く
こ
と
や
目
的
に
応

じ
て
必
要
な
情
報
を
読
み
取
る
内
容
。

数
学
に
お
い
て
は
、
A
閉
居
で
の

類
似
問
題
が
3
間
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

・
数
量
関
係
や
法
則
な
ど
を
文
字
式

で
表
す
こ
と
や
図
形
の
内
容
。

本
市
で
は
、
す
べ
て
の
中
学
校
区

単
位
で
小
学
校
と
連
携
を
図
り
指
導

計
画
の
作
成
や
授
業
交
流
を
通
し
て

学
力
や
体
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
学
校
文
間
紙
か
ら
】

・
家
庭
学
習
の
課
題
　
（
宿
題
）
　
を
与

㌘
軸
㌍
既
報
．
葺
を

・
学
習
規
律
の
徹
底
や
生
徒
の
思
考

力
や
表
現
力
を
高
め
る
発
間
や
ノ

ー
ト
等
の
指
導
方
法
を
工
夫
す
る

学
校
が
1
0
0
％
で
す
。

・
放
課
後
や
長
期
休
業
日
を
利
用
し

た
補
充
的
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
は
、

す
べ
て
の
学
校
で
実
施
し
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
方
々
の

支
援
が
学
校
教
育
水
準
の
向
上
に

効
果
を
上
げ
て
い
る
学
校
が
増
加

し
て
き
て
い
ま
す
。

・
授
業
の
目
標
や
振
り
返
る
活
動
を

計
画
的
に
実
施
し
少
人
数
・
習
熟

度
別
、
T
T
指
導
を
実
施
す
る
学

校
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

○
全
学
校
が
学
校
改
善
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
早
期
の
学
力
調
査
結
果
分
析

で
個
々
の
子
ど
も
に
応
じ
た
指
導
に

努
め
て
い
ま
す
。
「
オ
ー
ル
北
海
道
」
、

「
オ
ー
ル
北
斗
」
　
で
、
書
く
習
慣
と

無
解
答
率
ゼ
ロ
で
基
礎
・
基
本
の
確

実
な
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
中
学
校
の
調
査
結
果
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。


